
第１回・第２回・現地視察会の振り返りについて

資料１



令和４年度に「富津市みらい構
想」の重点施策として位置付け
てから、整備検討委員会までの
経緯説明。

資料：第１回道の駅整備検討委員会資料から抜粋

【会議の概要】

１．第１回道の駅整備検討委員会（令和７年８月２０日）

①市のこれまでの取り組み ②基本方針の概要説明

整備方針・整備目的について、
基本方針から抜粋して説明。

③適地調査結果報告

３つの候補地について、選定理
由と適地調査結果を説明。

３つの候補地を示し、まず設置予定地を選定したい意向を説明
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【委員会での意見】（概要）導入規模や機能が決まっていないと立地を決めることは難しい

１．第１回道の駅整備検討委員会（令和７年８月２０日）

立地条件と機能について

・導入規模や機能と並行して立地選定を行う必要がある。

・道の駅の目的を明確にするべき。

・基本方針の内容を具体化することが重要。

候補地の評価

・高速ＩＣから１０分以内であれば集客は見込める。

・インフラ整備も重要になるため確認が必要。

・現地形を生かし、造成費や整備費を抑える手法の検討も必要。

・３候補地をベースに検討し、難しければ次の候補地の可能性もあるのか。

地域への波及効果・地域との連携

・採算性を持てるか、地域経済に波及効果があるのかを考える必要がある。

・周辺の施設との相乗効果などの議論も必要。

・地域の利害関係者との連携が必要。
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第１回整備検討委員会での意見
を受け、関係機関への聞き取り
結果や候補地のインフラ状況等
を説明。

資料：第２回道の駅整備検討委員会資料から抜粋

【会議の概要】

２．第２回道の駅整備検討委員会（令和８年１月１６日）

①候補地の条件整理と課題 ②段階的整備方針

段階的展開により、初期投資の
抑制と持続可能な運営、将来の
拡張余地の両立を目指す説明。

③導入機能や規模

現時点での想定している必須機
能や駐車台数、敷地面積等につ
いて事務局案を説明。

第１回整備検討委員会での意見を受け、導入機能・規模の事務局案を説明
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【委員会での意見】（概要） 造成費を考えると、別の候補地の検討も必要

２．第２回道の駅整備検討委員会（令和８年１月１６日）

立地条件と機能について

・市の文化・歴史を生かすことも魅力のある道の駅となる。

・行政・保育施設などを組み合わせ、地域住民との賑わいを生む可能性がある。

・防災機能についてはコストがかかるため、どの程度を想定すべきか整理が必要。

・道路利用者以外の来訪者も想定しておく必要がある。

・市で初めて作る道の駅は、廃校施設を利用するのではなく、新規の施設が望ましい。

候補地の評価

・３候補地については、インフラ整備の初期投資が大きく事業全体を圧迫するおそれがある。

・遊休地や市有地を含めて、別候補地の検討も必要。

・インターから１０分圏内であれば、集客は可能。

その他

・段階的整備の方針についても、拡張余地や将来像を見据えたコンセプトが必要。

・運営手法についても早期に検討すべき。

・ソフト面として、農水産物が重要。

・道の駅の目的に基づく「シナリオ」を描く必要がある。
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【委員会での共通意見】

３．これまでの委員会での共通意見

・立地選定と導入機能・規模の検討は並行して行うべき

・基本方針の内容を具体化することが重要

・高速ＩＣから１０分以内であれば、集客は見込める

・インフラ等の初期投資を抑えて、機能を充実させるべき

・遊休地や市有地を含めて、別候補地の検討も必要
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【第２回検討委員会の意見を受け、新たな候補地案として旧佐貫中学校を視察】

４．旧佐貫中学校現地視察会（令和８年３月２５日）

【旧佐貫中学校】

・敷地面積 約２５，９２５㎡
（うち、５筆５名の所有者からの
借地面積が、約７，０５２㎡存在
している。）

・既存施設については、解体予定
・ＪＲ佐貫町駅からは約１．４㎞
・富津中央ＩＣからは約２．３㎞
・国道127号と県道163号の間に
位置する

・近くに佐貫城址がある

【富津市公共施設白書 令和２年度更新版】（抜粋）
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【第２回検討委員会の意見を受け、新たな候補地案として旧佐貫中学校を視察】

４．旧佐貫中学校現地視察会（令和８年３月２５日）

佐貫城址

旧佐貫中学校校門から佐貫城址入り口
まで約３００ｍ（徒歩５分）

旧佐貫中学校

国道１２７号

県道１６３号

❼
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【視察会での意見】

４．旧佐貫中学校現地視察会（令和８年３月２５日）

・国道からのアクセスが課題

・導水管や配水管の移設検討が必要

・段階的整備の将来ビジョンが必要

・佐貫城址を絡めた道の駅としても検討できる
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【旧佐貫中学校の動画】

４．旧佐貫中学校現地視察会（令和８年３月２５日）

旧佐貫中学校の動画をご覧ください。

ー 富津中央ICから ー
ー 佐貫町駅から ー
ー 富津市役所方面から ー
ー 旧佐貫中学校屋上から ー
ー 佐貫城址について ー
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５．聞き取り結果等による候補地別の課題①
課 題 候補地１ 候補地２ 候補地３ 候補地４

水 道

【かずさ水道】

既存の配水管から当該候補地まで約

200ｍの配水管延長工事が必要。

延長工事は国道横断の必要がなく、既

存の配水管から分岐して布設するため、

実施等に係る負担が他の候補地よりも

少ないと見込まれる。

【かずさ水道・県警】

既存の配水管から当該候補地まで約500ｍ

の配水管延長工事が必要。

延長工事には国道の横断が必要で、国道

の全面通行止めは許可されないことから、工

期の長期化、コスト増が見込まれる。

【かずさ水道】

近傍の配水場から当該候補地まで約

1200ｍの配水管布設工事が必要。

他の選択肢として、隣接する陸上養

殖プラント企業が出資し布設した水道

管を使用できるかは協議が必要となる。

【かずさ水道】

導水管、送水管が旧佐貫中学校グラ

ウンドを縦断しているため、移管の可

能性がある。

導水管(関山用水)は、農業用水とし

て地元の水利組合が管理しているた

め、かずさ水道が管を移設することは

難しい。

排 水

【市】

付近の河川（古船川）に排水できる可

能性はあるが、地元の水利組合との協

議・調整が必要となる。

【市・国道事務所】

付近に河川等がなく、国道の側溝は雨水の

みの排水（量）を想定しているため、独自の

排水路整備が必要となる可能性が高い。

【市】

市道浅間山線の排水路が使用可能

【市】

付近の河川（北上川）に排水できる可

能性はあるが、二級河川のため千葉

県との協議・調整が必要となる。

交 通

【県警】（交通・信号）

ＩＣから直行する車両の集中等により

出入口での渋滞発生の可能性が高い。

渋滞により、国道と併せ高速道路への

影響も懸念される。

【国道事務所・県警】（交通・信号）

渋滞発生のおそれがある。

右折進入のための専用レーンや信号機が

必ずしも設置できるわけではないため、「道

の駅やちよ」などの信号機を設置せず進入で

きる工夫が必要。

【県警】（交通・信号）

国道127号及び465号からの各進入

路において、専用レーンや信号機を必

ず設置できるわけではない。

特に国道465号の場合、信号間の距

離が短いため設置基準に照らし設置

が難しい。(⇒渋滞等の懸念)

【国道事務所・県警】（交通・信号）

現在、中学校入り口となっている県

道からの進入は道幅も狭く、生活道路

のため避けた方が良い。

国道127号からの進入路については、

新たに信号機を設置することは難しい。

（接道）

国道127号に面している。

（接道）

国道127号に面している。

（接道）

市道に面している。

（接道）

県道163号に面しているが、生活道

路のため利用は難しい。

国道127号から接道させるためには、

複数の土地所有者と用地取得を含め

た協議が必要になる。

【国道事務所】（専用レーン）

どの候補地であっても右左折専用レーンの設置や道路の拡幅について、国が整備することは難しいとの回答。

一方で、右左折専用レーンや信号機が設置されていない道の駅も存在しているとの助言。 ❿



５．聞き取り結果等による候補地別の課題②
課 題 候補地１ 候補地２ 候補地３ 候補地４

その他

（造成費）

多額の造成費が見込まれており、第１

回検討委員会での意見も踏まえた検討が

必要。

（造成費）

多額の造成費が見込まれており、第１

回検討委員会での意見も踏まえた検討が

必要。

（造成費）

整地されているため造成費は多額には

ならない。

（造成費）

整地されているため造成費は多額にはな

らない。

（土砂災害警戒区域）

候補地区域内には指定区域なし

赤色（土砂災害特別警戒区域）

黄色（土砂災害警戒区域）

（資料：適地調査結果等報告書抜粋）

（土砂災害警戒区域）

指定なし

（土砂災害警戒区域）

指定なし

（土砂災害警戒区域）

黄色斜線（土石流による警戒区域）

土砂災害警戒区域が道の駅登録に直接影

響するものではない。

防災拠点とする場合には、対応が必要と

なる可能性がある。

（資料：富津市防災ハザードマップ）
（文化財）

 指定なし

（資料：ちば情報マップ）

（文化財）

 指定なし

（文化財）

指定なし

（文化財）

佐貫城跡の埋蔵文化財包蔵地に指定されて

いるため、協議や調整が必要。

（面積）

用地が3.48haあるため、段階的な拡張

整備が可能。

（面積）

用地が4.05haあるため、段階的な拡張

整備が可能。

（面積）

用地が1.46haと限られており、駐車台数

や拡張性を考慮すると、隣接する市施設

の用途廃止・一体的な整備の検討が必要

となる。

（面積）

学校用地は2.59haあるため、段階的な拡張

整備が可能。

（ＥＴＣ２.０）

富津中央ＩＣ目の前であり、ＥＴＣ２

.０の対象となる可能性がある。

（ＥＴＣ２.０）

富津中央ＩＣから１ｋｍ以内であり、

ＥＴＣ２.０の対象となる可能性がある。

（ＥＴＣ２.０）

富津中央ＩＣから２.３ｋｍ程であり、

ＥＴＣ２.０の対象となる可能性は難しい。

（ＥＴＣ２.０）

富津中央ＩＣから２.３ｋｍ程であり、

ＥＴＣ２.０の対象となる可能性は難しい。
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